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研究内容 

 

脂質の質を意味するリポクオリティという新しい概念が注目されており、2012 年にリポクオリティの変化による制御性細

胞死としてフェロトーシスが報告されました。フェロトーシスは既知の細胞死とは異なり、鉄依存的な過酸化脂質の蓄

積によって誘導されます。我々は、前立腺癌、尿路上皮癌、腎細胞癌の各種泌尿器癌はどのようにフェロトーシス

から逃避しているのか解明し、その機序を介した新規治療戦略を確立することを目指しております。 
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